
５
月
７
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
。

今
回
の
渡
仏
の
理
由
は
、
仏
日
財

団
が
主
催
し
、
初
め
て
の
試
み
と
な

る
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
以
下
、
Ｙ
Ｌ
Ｐ
）
に
招
待
さ
れ
、

渡
仏
し
ま
し
た
。

仏
日
財
団
は
、
仏
・
ア
ジ
ア
財
団

の
後
援
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

の
関
係
を
強
化
す
る
た
め
、
支
部
と

し
て
今
年
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
１
２
年
前
か
ら
ア
ジ
ア

と
の
関
係
強
化
の
た
め
中
国
と
Ｙ
Ｌ

Ｐ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
界

情
勢
の
変
化
を
受
け
て
改
め
て
日
本

と
の
架
け
橋
を
作
る
こ
と
を
目
的
に

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
経
済
、
外
交
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
な
ど
の
主
要
分
野
で
新
し

い
形
態
の
協
力
を
促
進
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
仏
日

の
若
い
リ
ー
ダ
ー
２
７
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

両
国
の
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
間
の
相

乗
効
果
を
生
み
出
し
、
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
は
、
大
使
館
や

美
術
館
、
欧
州
議
会
等
の
視
察
、
ま

た
政
治
家
、
官
僚
、
ア
ー
ト
や
食
文

化
関
係
者
な
ど
幅
広
い
皆
さ
ん
と
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
多

く
の
議
論
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た

パ
リ
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
と
の
歴

史
的
関
係
の
深
い
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

に
も
訪
れ
ま
し
た
。

幅
広
い
分
野
の
方
達
と
「
政
治
、

経
済
、
外
交
、
安
全
保
障
、
文
化
、

音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
・
農
業
、
医

療
、
Ａ
Ｉ
・
量
子
、
歴
史
な
ど
」
に

つ
い
て
議
論
し
、
話
題
に
な
ら
な

か
っ
た
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

難
し
い
ほ
ど
充
実
し
た
５
日
間
で
し

た
。
参
加
者
の
様
々
な
専
門
性
が
交

錯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
論
が
深
ま

り
ま
し
た
。

ま
ず
初
日
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
リ
ー
ダ
ー
と

は
何
か
に
つ
い
て
深
掘
り
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
外
務
省
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
局
長
の
ベ
ノ
ワ
・
ギ
デ

氏
か
ら
仏
日
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
と
ア

ジ
ア
の
関
係
性
に
つ
い
て
講
演
。
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

の
位
置
付
け
と
影
響
、
明
確
に
中
国

を
脅
威
と
捉
え
た
対
中
戦
略
の
方
向

性
の
変
更
、
経
済
安
保
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
核
共
有
、
台
湾
有

事
に
つ
い
て
な
ど
日
本
の
議
論
と
非

常
に
重
な
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

激
変
す
る
世
界
情
勢
の
中
で
、
１
７

世
紀
か
ら
続
く
日
仏
関
係
の
価
値
を

改
め
て
認
識
・
共
有
し
、
国
同
士
の

連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
奇
し
く
も
５
月
８
日
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
欧
州
戦
に
お
け

る
終
戦
日
で
、
彼
ら
は
そ
れ
を
戦
勝

記
念
日
と
呼
び
ま
す
。
凱
旋
門
広
場

に
お
い
て
８
０
周
年
の
戦
勝
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
我
々
も
出
席
。
仏
マ

ク
ロ
ン
大
統
領
は
演
説
に
お
い
て
、

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

が
４
年
目
に
突
入
す
る
中
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
欧
州
に
お
け
る
恒
久

的
平
和
と
い
う
考
え
は
幻
想
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
欧
州
で
は
戦
争
の
亡
霊

が
戻
っ
て
き
て
、
帝
国
主
義
と
全
体

主
義
的
な
振
る
舞
い
が
復
活
し
、
国

家
の
権
利
が
再
び
踏
み
に
じ
ら
れ
て

お
り
、
常
に
平
和
を
守
る
必
要
性
が

あ
る
。
」
と
語
り
ま
し
た
。

日
本
と
し
て
も
悲
惨
な
戦
争
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
決
意
と
、
平
和

を
守
る
た
め
の
努
力
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
一
カ
国
だ
け
で
な
く
、

連
携
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
抑
止

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
身
の
国
際
経
験
や
政
治
の
場
に
お

け
る
経
験
、
ま
た
今
回
の
Ｙ
Ｌ
Ｐ
の

出
会
い
を
活
か
し
、
日
仏
の
架
け
橋

と
な
り
、
日
本
の
国
力
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
２
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
財
団

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム



出典：フランスジャパンファウンデーション
https://francejapanfoundation.org/en/ 

活動報告
前衆議院議員山本左近

フランス・アジア財団の活動は、10年以上。まず、フランス・
中国財団が設立されました。また2年前にはインドでもヤング
リーダープログラムが開催され、のべ6,000人以上のフランス
とアジアの架け橋として尽力してきました。
フランス・日本財団は、今年新しく、フランス・アジア財団の
後援を受けて設立されました。フランスと日本の絆の強化に尽
力し、両国の若手リーダー間の相乗効果を生み出し、相互理解
を深める取り組みを促進することを使命としています。

フランス・ジャパン財団とは

フランス外務省アジア・オセアニア局長ベノワ・ギデ氏による講演
フランスにおけるウクライナ戦争の位置付けと影響。
中国を脅威と捉えた対中戦略の方向性の変更、経済安全保障、サイバー
セキュリティ、核共有、台湾有事についてなど日本の議論と非常に重な
る部分もありました。
文科政務官の時に取り組んだ、量子コンピューターなど科学技術分野で
の連携も不可欠。フランスや欧州と日本との連携強化に繋げていきたい
です。また欧州議会との関係やレギュレーションに関して議論を交わし
ました。

戦勝記念日の80周年式典に出席。
日本人として様々な思いが巡りました。17世紀以降、フランスとの関係は、い
い時ばかりでなかったのも事実です。しかしながら、未来の平和に向けて、二
国間の連携は不可欠です。
今年に入り、海上自衛隊と米仏海軍はフィリピン海で共同訓練「パシフィッ
ク・ステラー」を実施。またフランス軍の軍艦が、沖縄県うるま市のアメリカ
軍基地に入港しました。
このようにフランス軍は、海洋進出を強める中国を念頭にインド太平洋地域へ
の関与を強めています。仏軍が太平洋に派遣されるのは1968年以来、57年ぶり。

ストラスブールにある、欧州議会を視察
ストラスブールは、フランスとドイツの国境に近いアルザス地方に位置し、歴史的に両国間で領土争
いが続いた場所。第二次世界大戦後、欧州の大国である両国の和解の舞台となり、ヨーロッパ統合の
象徴的な存在として注目されました。
欧州議会がこの地に置かれていることにはこのような歴史的背景があります。
ファビエンヌ・ケラー欧州議会議員（元ストラスブール市長）の案内で欧州議会を視察。
その後、ケラー議員から欧州議会での活動や現状をお話しいただき、質疑応答が行いました。
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